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• 逆三角関数は範囲を必ずチェックすること。

• 例えば演習問題 4.10 (2)–(2) を考える。問題は
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を示せというものである。

• 関数 arcsinは sinの逆関数として
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と定義されている。
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である。
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である。

• X + Y = arcsin
56

65
を示せばよいので最初に
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を示す。

• − π

2
<= X <=

π

2
より cosX >= 0 である。
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より cosY >= 0である。
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• よって加法定理より
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• ここからすぐに X + Y = arcsin
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としてはいけない。
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を示す方法はいくつかあるが，ここでは

cos の値を計算することによって求める。
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が成立する。この範囲より cos(X + Y ) >= 0 が示されれば
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